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－ １ － 

価値観教育を実施せよ 

目的意識 

「君は何のために働くのか？」 
「会社は何のために存在しているのか？」 
「何をもって世の中に貢献していくのか？」 
「君はこの一度きりの人生をどのように生きるのか？」 
 そのような問いかけに対して、あなたの会社の社員の人たちは何と答えるでしょうか？

また、社長であるあなたは、そのような大切なことを社員に熱く語っているでしょうか？

今、入社してくる社員の人たちの多くは一般的に、親からも、先生からもそのようなこと

を教えられていません。 
 「俺はただ生活のために働くのだ」「私は今が楽しければよいのだ」などと、目的意識も

目標も持たない社員があなたの会社にいるとしたら、あなたがどんなに声高にお客様第一

主義を唱えても、あるいはまた、どんなに接客研修や知識研修を実施しても、その場限り

のものに終わってしまいます。 

トップの姿勢 

 人が働くうえで、あるいはまた、人が生きていくうえで最も大切な人生哲学や価値観を、

トップであるあなた自身が社員に語りかけるのです。オープンマインドで自分の過去の失

敗談や将来のビジョンを社員と共に膝を交えて話し合うのです。 
 私どもでは、新入社員に対してそのような研修を実施しています。これにより、お互い

の人生が共有できるほどの強い感動があります。心の底からお互いが理解しあえ、信頼が

生まれ、感謝の気持ちが湧いてきます。 
 会社という組織とは、そこに働く人たちの共通の価値観があってこそ伸びるものなので

す。逆に、そこに働く人たちの価値観がバラバラでは、あなたがどんなに正論を言っても

「馬の耳に念仏」になってしまいます。 
経営環境が厳しさを増している今こそ、社内が一つにまとまることが必要です。〝社内が

一つにまとまる″とは共通の価値観を持った会社のことです。 
 そのために、ぜひ価値観教育を実施してください。どんな研修 
よりもまず第一に価値観教育を実施し、価値観の共有をはかって 
ください。 
 
 


